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① 新刊書の事前情報です。配本希望部数をご記入のうえ郵送または FAX にてご連絡をお願い致します。
　 希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
② 委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きますのでご了承下さい。
③ ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④ 小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。併せてご利用下さい。

＊配本部数等で事前にご連絡する場合がございます。上覧にご担当者様氏名・TEL をご記入下さい。
＊宛名ラベルの内容に変更がございましたらお知らせ下さい。次回以降訂正致します。
＊今後、新刊内容のデータ等を eメールにて配信させて頂く場合がございます。よろしければメールアドレスをご記入下さい。

ご担当者様 氏名：〔　　　　　　　〕　担当ジャンル：〔　　　　〕　TEL：〔　　　　　　〕　E-mail：〔　　　　　  　〕
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マニラにおけるスペイン政庁設立の 1571 年から 1650 年前後まで、スペイン人と華人との邂逅を地球一元
化の過程における画期と位置づけ、両者の関わりにおいて惹起された事件を中心に、「ヒトの移動と邂逅」
を考察する。第Ⅰ部では、カトリック宣教の手段に関して展開された議論を通してスペイン人の華人観を、
第Ⅱ部では、二度にわたる華人暴動を通して両者の「戦略的共存」関係を明らかにする。	【東西交渉史】

法政大学出版局	 2 月中旬配本　定価 7560 円（本体 7200 円＋税）	 Ａ５判上製・504 頁

スペイン帝国と中華帝国の邂逅　十六・十七世紀のマニラ　　　　 	 ISBN978-4-588-37501-9 C3022
平山 篤子（ひらやま あつこ）著		

☞ 関連書：フアン・ヒル著／平山篤子訳『イダルゴとサムライ』（小局刊）。

近代日本の南方進出は、経済的な進出に始まり、思想家・知識人の南進「論」、外務省など官僚機構の関与、
国際状況の変化、さらには徴用作家までもが動員された「大東亜共栄圏」の形成というように、単一の学
問分野では捉えきれない多様な側面をもっている。本書はその展開を、近年の帝国史研究やポスト植民地
研究など隣接諸分野の成果を組み込みながら通史的かつ総合的に考察する。	 【近代日本外交史・帝国史】

法政大学出版局	 3 月 1 日配本	 定価 5040 円（本体 4800 円＋税）	 Ａ５判上製・348 頁

帝国日本の拡張と崩壊　「大東亜共栄圏」への歴史的展開	 ISBN978-4-588-32128-3 C3021
河西 晃祐（かわにし こうすけ）著	

☞ 関連書：矢野暢『「南進」の系譜』（中央公論社）、『岩波講座　東アジア近現代通史』（岩波書店）、ほか。

動学確率的一般均衡モデルを用いてマクロ経済学は進化してきたが、多くは割引率一定、期待効用理論、
閉鎖経済のもとであった。より現実現象を捉えるため、可変的割引率、非期待効用理論、開放経済モデル
が現在、発展中である。本書はこれらを含めた、精力的に活躍中の若手研究者による、理論分析（純粋理
論・応用理論）と実証分析（計量分析・カリブレーション分析）の学術的成果。	 【理論経済学】

法政大学出版局	 3 月 6 日配本	 予価 4200 円（本体 4000 円＋税）	 Ａ５判上製・312 頁

選好と国際マクロ経済学	 ISBN978-4-588-60226-9 C3333
法政大学比較経済研究所／宮﨑 憲治 編	 《比較経済研究所研究シリーズ 26》	

☞ 関連書：法政大学比較経済研究所／鈴木豊編『ガバナンスの比較セクター分析』（小局刊）、ほか。
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ルネッサンス期以降、学問としての美術史はいかなる知の言説として確立されたのか。ヴァザーリによる
人文主義的美術史の発明から、パノフスキー的イコノロジーの成立にいたる美学の歴史を、表象の裂け目
に現れるフロイト的「徴候」への眼差しを通じて批判的に解体する “美術史の脱構築 ”。バタイユやヴァ
ールブルクを継承し、独自のイメージ人類学を実践する注目の美術史家の初期代表作。	 【現代思想】

法政大学出版局	 2 月下旬配本	 定価 4830 円（本体 4600 円＋税）	 四六判上製・494 頁

イメージの前で　美術史の目的への問い	 ISBN978-4-588-00971-6 C1310

☞ いま最もめざましい活躍をみせる脱領域的美術史家の理論書。続編『時間の前で』も近刊予定。

ジョルジュ・ディディ　＝　ユベルマン 著／江澤 健一郎 訳	 《叢書・ウニベルシタス 971》	

西洋哲学史を代表する思想家たちとの対決から切り開かれたハイデガーの思索の道には、テキストの解釈
をめぐって数々の変化・起伏・反復が内在する。初期から中期にわたる重層的な思考の展開を、従来必ず
しも正面から問われてこなかった「解釈学」の観点から包括的かつ批判的に跡づけ、主著『存在と時間』
の方法を支えるハイデガー独自の哲学史観や歴史解釈の根本的意義を究明する画期的研究。	 【哲学】

法政大学出版局	 3 月中旬配本	 定価 6300 円（本体 6000 円＋税）	 Ａ５判上製・510 頁

存在の解釈学　『存在と時間』の構造・転回・反復	 ISBN978-4-588-15064-7 C3010
齋藤 元紀（さいとう もとき）著		

☞ 膨大な文献の精査にもとづき、ハイデガーの現代的論点を明確にあぶりだす気鋭の論考。


